






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































26 甲南大學紀要 文学編 第171号 （2021年３月） 日本語日本文学科
しているかもしれないと指摘している部分がある（芳
川泰久・西脇雅彦『村上春樹 読める比喩事典』ミネ
ルヴァ書房，2013年，p. 267）。もっとも，この本で
は集められた比喩と「母親の消滅と再来」を直接結び
つけて考えてはいない。
8）『たま Best Selection』パイオニア，2000年
9）『Rolly & 谷山浩子のからくり人形楽団』ヤマハ
ミュージックコミュニケーションズ，2012年
10）『新校本 宮澤賢治全集 本文編』（筑摩書房，1995
年）p. 53
11）同書，p. 85
12）オットー・F・カーンバーグ『内的世界と外的現
実』（山口泰司監訳，文化書房博文社，2002年）pp.
144145
13）コーラとはプラトンの『ティマイオス』に出てくる
言葉で，デミウルゴスの世界創造において，知がとら
える永遠の存在でも感覚がとらえる生成でもない
「場」「容器」である。（54b）クリステヴァはこの
コーラ，もしくはコーラ＝セミオティクという用語を，
シニフィアン以前の無意識の「欲動と凝滞」という拍
動の世界を表すものとして，本人によればプラトンの
存在論と無形性から取り戻す形で借用した。（『詩的言
語の革命第一部理論的前提』原田邦夫訳，勁草書房，
1991年，p. 16）
14）ジュリア・クリステヴァ『恐怖の権力〈アブジェク
シオン〉試論』（枝川昌雄訳，叢書ウニベルシタス137，
法政大学出版局，1984年）p. 10
27田中 雅史：村上春樹のナルシシズム＝メタファー
